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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成21年9月10日(2009.9.10)

【公表番号】特表2009-504156(P2009-504156A)
【公表日】平成21年2月5日(2009.2.5)
【年通号数】公開・登録公報2009-005
【出願番号】特願2008-526046(P2008-526046)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ  14/00    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   7/06    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  19/00    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月24日(2009.7.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式ＣＡＮ１（式中、Ｎ１はＣ又はＴである）、式ＣＣＮ２（式中、Ｎ２はＡ又はＴであ
る）、あるいは式ＣＴＮ３（式中、Ｎ３はＡ又はＴである）の標的ヌクレオチドに優先的
に結合するジンクフィンガーヌクレオチド結合領域を含む、天然に存在しないジンクフィ
ンガーヌクレオチド結合ポリペプチド。
【請求項２】
　前記標的ヌクレオチド配列が、式ＣＡＣ又はＣＡＴを有する、請求項１に記載のポリペ
プチド。
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【請求項３】
　前記標的ヌクレオチド配列が、式ＣＣＡ又はＣＣＴを有する、請求項１に記載のポリペ
プチド。
【請求項４】
　前記標的ヌクレオチド配列が、式ＣＴＡ又はＣＴＴを有する、請求項１に記載のポリペ
プチド。
【請求項５】
　前記結合領域が、配列番号７７～８２、１３４、１３８、１４１又は１４６の何れかの
アミノ酸配列を有する、請求項１に記載のポリペプチド。
【請求項６】
　前記結合領域が、配列番号７７～８２、１３４、１３８、１４１又は１４６の何れかの
アミノ酸配列と、２個以下の保存的アミノ酸置換でしか異ならないアミノ酸配列結合領域
であって、解離定数が該置換前のポリペプチドの解離定数の１２５％以下であり、且つ保
存的アミノ酸置換が、以下の置換：Ａｌａ／Ｇｌｙ又はＳｅｒ；Ａｒｇ／Ｌｙｓ；Ａｓｎ
／Ｇｌｎ又はＨｉｓ；Ａｓｐ／Ｇｌｕ；Ｃｙｓ／Ｓｅｒ；Ｇｌｎ／Ａｓｎ；Ｇｌｙ／Ａｓ
ｐ；Ｇｌｙ／Ａｌａ又はＰｒｏ；Ｈｉｓ／Ａｓｎ又はＧｌｎ；Ｉｌｅ／Ｌｅｕ又はＶａｌ
；Ｌｅｕ／Ｉｌｅ又はＶａｌ；Ｌｙｓ／Ａｒｇ又はＧｌｎ又はＧｌｕ；Ｍｅｔ／Ｌｅｕ又
はＴｙｒ又はＩｌｅ；Ｐｈｅ／Ｍｅｔ又はＬｅｕ又はＴｙｒ；Ｓｅｒ／Ｔｈｒ；Ｔｈｒ／
Ｓｅｒ；Ｔｒｐ／Ｔｙｒ；Ｔｙｒ／Ｔｒｐ又はＰｈｅ；Ｖａｌ／Ｉｌｅ又はＬｅｕの１つ
である、アミノ酸配列結合領域、
を有する、請求項１に記載のポリペプチド。
【請求項７】
　前記ヌクレオチド結合領域が、ＳＰ１Ｃ、ＴＦＩＩＩＡ及びＺｉｆ２６８からなる群か
ら選択される、天然に存在するジンクフィンガータンパク質の配列に結合している、請求
項１に記載のポリペプチド。
【請求項８】
　請求項１に記載のポリペプチドを複数含むポリペプチド組成物であって、該ポリペプチ
ドが互いに作動可能に結合している、ポリペプチド組成物。
【請求項９】
　前記ポリペプチドが、５～１５個のアミノ酸残基のフレキシブルペプチドリンカーを介
して作動可能に結合する、請求項８に記載のポリペプチド組成物。
【請求項１０】
　前記リンカーが配列番号３０及び配列番号１３３からなる群から選択される配列を有す
る、請求項８に記載のポリペプチド組成物。
【請求項１１】
　前記組成物が２～１２個のポリペプチドを含む、請求項８に記載のポリペプチド組成物
。
【請求項１２】
　前記組成物が２～６個のポリペプチドを含む、請求項１１に記載のポリペプチド組成物
。
【請求項１３】
　前記ヌクレオチド結合領域が、ＳＰ１Ｃ、ＴＦＩＩＩＡ及びＺｉｆ２６８からなる群か
ら選択される、天然に存在するジンクフィンガータンパク質の配列に結合している、請求
項９に記載のポリペプチド組成物。
【請求項１４】
　１個以上の転写調節因子と作動可能に結合されている、請求項１に記載のポリペプチド
または請求項８に記載のポリペプチド組成物。
【請求項１５】
　前記転写調節因子が転写のレプレッサーである、請求項１４に記載のポリペプチドまた
はポリペプチド組成物。
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【請求項１６】
　前記転写調節因子が転写のアクチベーターである、請求項１４に記載のポリペプチドま
たはポリペプチド組成物。
【請求項１７】
　請求項１に記載のポリペプチド、請求項８に記載の組成物中の複数のポリペプチドのう
ちの１つをコードする、単離精製ポリヌクレオチド、またはそれらに少なくとも９５％同
一な核酸配列であって、請求項１に記載のポリペプチドの特異的核酸結合活性を有するポ
リペプチドをコードする、核酸配列。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の単離精製ポリヌクレオチドを含むベクター。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のベクター又は請求項１７に記載のポリヌクレオチドで形質転換又は
形質導入した宿主細胞。
【請求項２０】
　真核生物である、請求項１９に記載の宿主細胞。
【請求項２１】
　原核細胞である、請求項１９に記載の宿主細胞。
【請求項２２】
　配列５’－（ＣＮＮ）ｎ－３’（式中、ｎは２～１２である）を含有するヌクレオチド
配列の発現を調節するプロセスであって、該ヌクレオチド配列を請求項１に記載のポリペ
プチド又は請求項８に記載のポリペプチド組成物の有効量に曝露することを含む、プロセ
ス。
【請求項２３】
　前記配列５’－（ＣＮＮ）ｎ－３’が前記ヌクレオチド配列の転写領域に位置する、請
求項２２に記載のプロセス。
【請求項２４】
　前記配列５’－（ＣＮＮ）ｎ－３’が前記ヌクレオチド配列のプロモーター領域に位置
する、請求項２２に記載のプロセス。
【請求項２５】
　前記配列５’－（ＣＮＮ）ｎ－３’が発現配列タグ内に位置する、請求項２２に記載の
プロセス。
【請求項２６】
　前記ポリペプチド組成物の少なくとも１つが１個以上の転写調節因子に作動可能に結合
する、請求項２２に記載のプロセス。
【請求項２７】
　前記転写調節因子が転写のレプレッサーである、請求項２６に記載のプロセス。
【請求項２８】
　前記転写調節因子が転写のアクチベーターである、請求項２６に記載のプロセス。
【請求項２９】
　前記ヌクレオチド配列が遺伝子である、請求項２２に記載のプロセス。
【請求項３０】
　前記遺伝子が真核細胞遺伝子、原核細胞遺伝子又はウイルス遺伝子である、請求項２９
に記載のプロセス。
【請求項３１】
　前記真核細胞遺伝子が哺乳動物遺伝子または植物遺伝子である、請求項３０に記載のプ
ロセス。
【請求項３２】
　前記哺乳動物遺伝子がヒト遺伝子である、請求項３１に記載のプロセス。
【請求項３３】
　前記原核細胞遺伝子が細菌遺伝子である、請求項３０に記載のプロセス。
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【請求項３４】
　（ａ）治療有効量の請求項１に記載のポリペプチド、又は請求項８に記載のポリペプチ
ド組成物；及び
　（ｂ）薬学的に許容される担体
を含む、薬学的組成物。
【請求項３５】
　（ａ）治療有効量の請求項１７に記載のポリヌクレオチド；及び
　（ｂ）薬学的に許容される担体
を含む、薬学的組成物。
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